
第１１講から第１５講（数学）のポイントと答 
《解答時間は１０分を目安とする。》 

第１１講 
ポイント： カッコ、累乗、乗除、加減の順で、優先される。 
答： ①４  ②－１  ③1.4  ④－10.2  ⑤０ 
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第 12 講 
ポイント： 同類項（文字の部分が同じ項）をまとめる。分配法則活躍。 
答： Ｉ①２ａ  ②－７ｘ＋１５ｙ  ③２ｘ－３  ④－ａ－７  ⑤５ｘ＋５ 
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第 13 講 
ポイント： １次方程式の問題であり、ａｘ＝ｂの形に持ち込む。 

答： ①ｘ＝６  ②ｘ＝３  ③ｘ＝
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  ④ｘ＝３  ⑤ｘ＝1.12 
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第 14 講 

ポイント： ａ：ｂ＝ｃ：ｄとは、即ち
b
a
＝
d
c
、即ちａｄ＝ｂｃである。 

      比例関係とは、ｙ＝ｋｘ、即ち
x
y
＝ｋ（一定）である。 

      反比例関係とは、ｙ＝
x
k
、即ちｘｙ＝ｋ（一定）である。 

答： Ｉ①ｘ＝１  ②ｘ＝
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第１５講 

ポイント： ・扇形の弧の長さ＝２πｒ・
１回転

中心角  

      ・扇形の面積＝πｒ²・
１回転

中心角  

      ・平面上の図形Ａと図形Ｂについて、和集合をＵ、共通部分をＩとする。 
このとき、面積Ａ、Ｂ、Ｕ、Ｉについて、 

Ｕ＝（Ａ＋Ｂ）－Ｉ、即ちＩ＝（Ａ＋Ｂ）－Ｕ が成立する。 
      ・三角形の内角の和は、１８０°である。三角形において、 
         外角＝（隣接しない２つの内角の和） である［外角定理］。 
        （３）③は色々な解法がある。「三角形の内角の和は、１８０°」と「対

頂角は等しい」で攻めてもよい。外角定理で攻めてもよい。（マニア向け

だが、）円周角定理の逆で、円への内接を示し、円周角定理を用いて攻め

てもよい。 
      ・多角形の内角の和は、その多角形を三角形に分割することで求まる。（マニ

ア向けだが、）多角形の外角の和は、１回転つまり３６０度である。 
      ・平行線において、錯角どうし、同位角どうし は等しい。 
        （４）②だと、角ｘを通って ℓ （ｍ）と平行な線を引くとよい。 
答： （１）①２π（ｃｍ）  ②５π（ｃｍ²） 

   （２）①１００－２５π（ｃｍ²）  ②５０π―１００（ｃｍ²） 

   （３）①９０°  ②１００°  ③３０°  ④６０° 

   （４）①５５°  ②４５° 


